
（熊谷市）記者クラブ情報

 事業の名称等

1. 実施日時等 平成 24 年 3 月 18 日 ( 日 ) 午前 8 時 30 分 から

平成 年 月 日 ( ) 午前 時 分 まで

2. 会場・主催地

3. 主催者・関係者

(1)団体名等

熊谷さくらマラソン大会実行委員会

(2)代表者名 実行委員会会長：佐藤恒夫

4. 事業内容

5. 目的・理由

6. 経緯・経過

7. 影響・効果

8. この事業の実施による特記事項

　ア.県内で初めて イ.県内で 番目 実施市別紙のとおり

(2)他市が実施している事業に比べて本市の特色

・他市と同じ

※資料の有無 （

担当課

連絡先 ＴＥＬ ５２４－１１１１　内線３９０

熊谷市 スポーツ振興課 担当者 橋本

大会から招待している大東文化大学陸上競技部の選手を招く。東日本大震災への復興支援として、

）

(1)県内の状況

市街地や桜堤下を走り、応援が多く走りやすいコース。市民手作りマラソンを目指している。

無

ージを全国に発信する。

て実施している。豚汁やコーンスープの提供などサービスも充実しており、好評を得ている。

約８，５００人のエントリーをいただいた。

ゲストランナーは、陸上の解説でもおなじみのスポーツジャーナリストの増田明美さんと第１回

第２２回熊谷さくらマラソン大会　参加申込受付開始

熊谷さくら運動公園陸上競技場及び市内特設コース

主管：熊谷さくらマラソン大会実行委員会

市民の健康増進・スポーツの一層の振興を図るとともに、スポーツ熱中都市としての本市のイメ

岩手、宮城、福島の３県の参加者が熊谷市に宿泊する場合、宿泊費を３，０００円補助します。

実行委員会が販売するＴシャツの売り上げをオール熊谷自立支援ネットワークに寄附するほか、

主催：熊谷市、熊谷市教育委員会、(財)熊谷市体育協会

大会会長：富岡　清

申込受付は平成２３年１１月１１日（金）開始。　　締切：窓口・郵便振替は

平成２３年１２月１２日（月）まで。ｲﾝﾀｰﾈｯﾄは１２月２５日（日）まで。定員になり次第締切。

ゆうちょ銀行又は郵便局窓口か直接総合政策部スポーツ振興課まで。

第１回大会を平成３年２月に開催し、以後、第１０回記念大会から現在の３月下旬に時期を移し

前回大会では、北は北海道から南は沖縄に至るまで全国から９，１００人の定員に対し、


